
道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

阿
賀
野
市
寺
社
字
鴨
深
甲
三
〇
八

六
番
三
か
ら
同
市
下
黒
瀬
字
前
川

原
一
二
九
七
番
一
ま
で

前

ＡＢＣ

一
一
・
八
六
〜

九
四
・
五
〇

一
〇
・
〇
〇
〜
一
六
四
・
四
八

八
・
三
〇
〜

四
五
・
七
〇

三
・
二
六
〇

八
・
二
八
三

一
・
〇
九
四

上
記
Ａ
、
Ｂ
及
び
Ｃ

は
、
関
係
図
面
に
表

示
す
る
敷
地
の
区
分

を
い
う
。

後

Ｂ

一
〇
・
〇
〇
〜
一
六
四
・
四
八

八
・
二
八
三

図
面
縦
覧
場
所

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
同
局
新
潟
国
道
事
務
所

令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
環
境
省
告
示
第
六
十
七
号

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
三
十

三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
の
指
定
を
解
除
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
三
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
七
年
九
月
三
十
日

環
境
大
臣

浅
尾
慶
一
郎

一

汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
の
指
定
を
解
除
し
た
年
月
日

令
和
七
年
九
月
三
十
日

二

汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
の
指
定
を
解
除
し
た
区
域

福
島
県
の
区
域
の
う
ち
、
棚
倉
町
の
区
域

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
二
十
四
号

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日

本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和

二
十
七
年
法
律
第
百
四
十
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
六
年
防
衛
省
告
示
第
三
十
五
号
（
日
本
国
と

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け

る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
り
土
地

の
使
用
の
認
定
を
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
七
年
九
月
三
十
日

防
衛
大
臣

中
谷

元

三
中
「
沖
縄
県
那
覇
市
前
島
三
丁
目
二
四
番
地
三
の
一

沖
縄
防
衛
局
那
覇
出
張
所
」
を
「
沖
縄
県
那
覇
市
樋
川
一

丁
目
一
五
番
地
一
五

那
覇
第
一
地
方
合
同
庁
舎

八
階

沖
縄
防
衛
局
那
覇
出
張
所
」
に
改
め
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
二
十
五
号

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日

本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和

二
十
七
年
法
律
第
百
四
十
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
六
年
防
衛
省
告
示
第
百
九
十
三
号
（
日
本
国

と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お

け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
り
土

地
の
使
用
の
認
定
を
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
七
年
九
月
三
十
日

防
衛
大
臣

中
谷

元

三
中
「
沖
縄
県
那
覇
市
前
島
三
丁
目
二
四
番
地
三
の
一

沖
縄
防
衛
局
那
覇
出
張
所
」
を
「
沖
縄
県
那
覇
市
樋
川
一

丁
目
一
五
番
地
一
五

那
覇
第
一
地
方
合
同
庁
舎

八
階

沖
縄
防
衛
局
那
覇
出
張
所
」
に
改
め
る
。

〇
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
五
十
四
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
九
月
三
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
九
月
三
十
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

髙
松

諭

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
十
九
号
及
び
四
百
五
十
九
号

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
九
月
三
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
九
月
三
十
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

二

十

号

日
野
市
大
字
川
辺
堀
之
内
五
六
八
番
一
か
ら
同
市
東
豊
田
一
丁
目

一
六
番
一
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
の
み
。）
関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
相

武
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
七
年
九
月
三
十
日

〇
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
五
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
九
月
三
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
九
月
三
十
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

髙
松

諭

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

八
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

長
岡
市
宮
本
東
方
町
字
山
本
甲
七
三
九
番
か
ら
同
市
宮
本
東

方
町
字
熊
ノ
田
一
七
八
番
二
ま
で

前後

六
二
八
〇
〜
一
〇
九
八
一

六
二
八
〇
〜
一
〇
九
八
一

〇
・
〇
四
七

〇
・
〇
四
七

図
面
縦
覧
場
所

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
同
局
長
岡
国
道
事
務
所

〇
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
五
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
九
月
三
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
九
月
三
十
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

髙
松

諭

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

八

号

長
岡
市
宮
本
東
方
町
字
山
本
甲
七
三
九
番
地
内

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
同
局
長

岡
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
七
年
九
月
三
十
日

〇
中
国
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
五

年
中
国
地
方
整
備
局
告
示
第
九
十
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
九
月
三
十
日

中
国
地
方
整
備
局
長

杉
中

洋
一

別
表
の
指
定
番
号
一
の
項
、
指
定
を
し
た
日
欄
中
「
令
和
二
年
九
月
二
日
」
を
「
令
和
七
年
九
月
五
日
」
に
、
指
定

の
有
効
期
間
欄
中
「
令
和
二
年
九
月
十
八
日
か
ら
五
年
間
」
を
「
令
和
七
年
九
月
十
八
日
か
ら
五
年
間
」
に
改
め
る
。

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
八
十
四
号

国
土
交
通
省
関
係
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
平
成
三
十
一
年
国
土
交
通
省
令
第
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
北
海
道
松
前
沖
及
び
檜
山
沖

に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
内
の
海
域
に
お
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
徴
収
す
る
占
用

料
及
び
土
砂
採
取
料
の
額
を
定
め
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
九
月
三
十
日

北
海
道
開
発
局
長

遠
藤

達
哉

北
海
道
松
前
沖
及
び
檜
山
沖
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
内
の
海
域
に
お
い

て
国
土
交
通
大
臣
が
徴
収
す
る
占
用
料
及
び
土
砂
採
取
料
の
額
を
定
め
る
告
示

北
海
道
松
前
沖
及
び
檜
山
沖
に
係
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区
域
内
の
海
域
に
お
い
て
、

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八

十
九
号
）
第
十
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
徴
収
す
る
占
用
料
又
は
土
砂
採
取
料
の
額
は
、
別
表
に
よ

り
算
出
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
占
用
料
又
は
土
砂
採
取
料
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
よ
り
算
出
し
た
額
が

百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
全
額
を
百
円
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。
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